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八代地区の課題

• 医療機関がない 唯一熊北診療所

木曜日の午後のみ

• 医療機関・買い物弱者が多い

• 若者が定着しない 高齢者が多い

高齢化率 ４３％

• 高齢者の生きがいづくり 若者に魅力ある地域

• 空き家が多い その活用

• 便利屋さんの立ち上げ

熊北診療所開業医誘致運動

• 平成１７年突如 無医地区となる。

• 住民誘致運動 市・ 市社教に相談

• 平成１８年 松本医院の松本先生が木曜日

午後のみ開院

• それでもいけない交通弱者

• お互いの車で対応 X タクシー待機 X

環境整備ができた

• バス会社・タクシー会社の了解

• 万一事故が起きた時の保険での対応

• 運輸局の許可

• 地元 鶴里コミュニティ協議会・自治会連合会

八代地区社会福祉協議会の合議

• 予算的な問題解決

• 熊北診療所との協議 電話対応等

※車両提供者・運転者募集

熊北診療所送迎車３ヶ月試行

予算化の問題（３ヶ月試行期間）

• 車両提供者への謝礼 ２０００円（１３週）

• 運転者への謝礼 ２０００円（１３週）

• 車利用者への負担 １００円（一人）

• 雑費 ３０００円

• 総予算 ５５０００－６５００＝４８５００

３ヶ月試行期間の利用状況

９月利用者数 延べ２２名

１０月利用者数 延べ２２名

１１月利用者数 延べ３０名

３ヶ月利用者数の合計 延べ７４名

経費 運転者謝礼 ２０００Ｘ１３＝２６０００円

車両提供者 ２０００Ｘ１３＝２６０００円

雑費 ３０００円

利用者からの収入 ７４００円

差し引き ４７６００円
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送迎車アンケート結果 ５０名

• ５０名中４４名提出 ８８％の結果

送迎車を利用したか 利用した ２０名

利用しなかった ２４名

今後も送迎車を希望するか 希望する ３７名

希望しない ７名

負担金１００円について 高い ０名

安い １７名

適当 ２７名

今後のことについて

• 第２期試行期間として（１２月から３月末まで）

利用者・希望者のために継続

送迎車・運転者のあること

経費 スポンサーを期待して（３者協議）

来年度（４月からは）はもっと展望が開け

ることを期待して

※交通弱者・買い物弱者・医療問題解決のきっ

かけになれば・・・・・・。

地域の実情から、問題提起をされ、行政や各機関と連携、準備、実施された試みです。現在、送迎車は徳本さ

んの自家用車等を使用。運転は、二種免許をもった地域のかたが２名で行われています。 


